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 タンパク質は、絹や毛皮で作られる衣類や、墨などの筆記用具、
そして仏像や絵画などの美術工芸品の膠着剤として、古代より
様々な製品に利用されてきた稀有な素材であるが、容易に想定さ
れる経年劣化や微生物による分解のため、これまで考古学的な
分析対象とはならなかった。しかしながら、近年、膠着剤原料の
一種であるコラーゲンや絹糸の主成分であるセリシン、フィブロイ
ンなどが数百年（場合によっては数千年）の時を経てもなお分析
可能な状態で存在することが確認されており、タンパク質が新た
な考古学的分析対象となる可能性が示唆されている。 

 本発表では、考古資料の質量分析を中心とした科学分析を通し
て、現在も充分に理解されていないこれらのタンパク質の構造安
定性を考察し、分析する我々のアプローチを紹介する。 
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